
AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

たちかわIT交流会

GAFAMが2026年に仕掛けるAI
エージェント支配戦略を完全解剖

Microsoft・Apple・Google・OpenAI の公式発信を基に、
国内IT企業が見落としている『勝ち筋』と「実装術」

本日のエッセンス

AI時代に最も不足するのは「人」そのものではなく、
リーダーが最短で正しい問いを立て、意思決定する力。

本日のお話しで答えること

1 なぜ4社は「PCの次」を取りに来
ているのか

2 なぜ下請け受託の粗利はさらに削
られるのか

3 何を売る会社へ変われば、単価が
落ちにくいのか

4 社長が90日で打つべき意思決定は
何か

出典：各社の公式ブログ・公式製品ページ・公式サポート



アストロサイト合同会社

代表 CEO
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1989年 •外資系企業 日本法人立ち上げ支援
•新規事業リーダー（セールス＆マーケティング）
•IBM OS/2コンソーシアム、Windowsコンソーシアム事務局長

1996年 •IT業界初、マイクロソフト初サブスクリプション事業の立ち上げ
•マイクロソフト初ソリューション事業の立ち上げ
•エンタープライズ案件、個人単独で年間125件の成約

2 0 1 3年 •SoftwareONE日本法人の立ち上げ（初年度でエンタープライズ案件30億円達成）

•デル社シニア・ディレクター（パートナ戦略室長として2,500億のパート
ナーアライアンス契約を達成）

2018年
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東京都千代田区六番町6番4号
LH番町スクエア5階
アクセス：JR四ッ谷駅 徒歩3分

2016年

•新規事業立ち上げ、マーケティング戦略、パートナーアライアンス戦略を専
門とするコンサルティング会社設立

•現在(2026年4月時点)の主なクライント先



AGENDA

本日の5つのテーマ

01
GAFAM
2026年巨大投資の実
態

02
AIエージェント
支配戦略の完全解剖

03
日本IT企業が
見落とす3つの盲点

04
中小ITが
逆転するための勝ち
筋

05
即実装の
3ステップと事例

「取り残されるか、先頭を走るか——選択は今日から始まっている」



日本の経営者が使っている生成AIプロンプト TOP 20 2025-2026年複数調査統合分析

経営者の傾向：初回入力の8割以上が「資料貼り付け＋短い指示」。対話（チャット）で繰り返し、生成AIは「優秀な部下」ではなく「道具」として活用。

■ TOP 10  ─  確実に押さえたい最頻出プロンプト 文書・文章 情報・分析 戦略・意思決定

1 文章の要約・構成 31-63%
「以下の資料を300字以内で要約し、主要ポイントを箇条書きに」

2 文書作成（企画書・報告書・議事録） 63.1%
「経営会議向け企画書を作成。問題提起→提案→期待効果→次アクション、A4一枚で」

3 情報収集・リサーチ・要約 51.4%
「2026年の[業界名]トレンドを信頼データ基に3ポイントでまとめて」

4 メール・ビジネス文面の作成 30%
「以下の内容を取引先社長向け丁寧なビジネスメールに。件名も提案して」

5 アイデア出し・ブレスト 37.4%
「[事業内容]強化の新規アイデア10個。実現可能性と期待効果を添えて」

6 議事録・アジェンダの作成 22-30%
「会議書き起こしを議事録形式（出席者・議論・決定事項・次回アクション）に」

7 データの分析・解釈 35.2%
「この売上データを分析し、傾向と改善策を3つ提案して」

8 市場・競合調査 上位

「[競合社名]の最新戦略と弊社との差分をSWOT分析でまとめて」

9 翻訳（日英など） 24.5%
「以下の英文を自然なビジネス日本語に翻訳して」

10 プレゼン資料・スライド構成 上位

「投資家向けプレゼン資料の構成案と各スライドのキーメッセージを作成して」

■ TOP 11-20  ─  さらに差をつける応用プロンプト（4カテゴリに整理）

No.11 ・ 19  戦略・意思決定支援

▸ 11. 戦略壁打ち：「事業戦略案のメリット・デメリッ
ト・リスクを指摘し改善案を3つ」
▸ 19. リスク・シナリオ分析：「投資案を最悪/ベスト
ケース3パターンで分析して」

No.12 ・ 15 ・ 20  マーケ・コンテンツ制作

▸ 12. コピーライティング：「[商品名]ターゲット向け
キャッチコピー5案」
▸ 15. レポートの論理構成：「データをもとに月次レポ
ートを論理的に整理して」
▸ 20. 画像生成支援：「コンセプトに合うMidjourney用
プロンプト5案」

No.13 ・ 16 ・ 17  業務効率化・自動化

▸ 13. 業務フロー自動化：「[業務名]を生成AIで効率化
する具体的方法を提案して」
▸ 16. スケジュール優先順位：「タスクを影響度・緊急
度で整理し1週間計画を」
▸ 17. 研修資料作成：「新入社員向け[テーマ]の研修ス
ライドとクイズ10問を」

No.14 ・ 18  競合分析・顧客対応

▸ 14. FAQ・顧客対応文：「よくある質問への回答テン
プレートを5パターン作成して」
▸ 18. 競合比較ベンチマーク：「[自社 vs 競合]の強み・
弱みを表形式で比較して」

20-30代：アイデア出し・データ分析・情報収集が中心（デジタル
ネイティブ型）

40-60代：文書作成・要約・メール・戦略壁打ちが中心（経験を補
完する使い方）

共通：「資料貼付け＋短い指示」→ 対話（チャット） → セキュリ
ティ配慮で有料版を

まず上位5つから毎日1回試す。セキュリティ意識の高い経営者ほど有料版（ChatGPT Teams等）を使い機密情報を入力しない運用がベストプラクティス。



ASTROCYTE / QYNE

AI PARADOX

日本のAI導入率は世界最高。
なのになぜ、成果は世界最下位なのか。

日本

80%
生成AI導入率（グローバル32%を上回る世

界最高水準）

35%
AIによるビジネス成果（世界最下位）

米・英の1/4、中国・独の1/2の効果実感度

根本原因

日本のAI活用は
「ツール」止まり

ChatGPT・Copilotを「人間が操作する道具」と

して導入。文書作成・事務効率化に留まり（
73%）、業務全体の変革に至らない。

欧米・中国はAIを「自律的なデジタル同僚」と

して業務プロセス全体を再設計。そこにこそ、
成果の差が生まれる。

欧米・中国

100%+
ROI（成功企業の実績値）

80%
英国企業のAIビジネス成果

エージェントを「自律的な業務変革」と位置
づけた成果

差は「導入量」ではなく、「AIに何を問うか」の質で出る。それが、今日の本質です。

出典：NBER 2026（約6,000人）、PwC 5カ国比較2025、DeepL調査、OpenText調査



WHY NOW

日本は、いまだに「お試し」期間
日本IT企業の80%がPoC止まり。その間に世界は次のフェーズへ移行している。

80%
日本企業のPoC止まり率

成果に繋がらない導入が常態化

70%+
グローバルAI活用企業

既に業務プロセス変革フェーズへ

2026
生成AIお試し期間の終焉

エージェント経済が本格始動する年

「PoCを重ねても、起点が変わらなければ成果は生まれない。経営者がAIに何を問えるか——その一点が、成果の差を生む」
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ASTROCYTE / QYNE

WHY THIS NOW

2026年、IT経営者の最重要課題トップ4 (2026年3月帝国データバンク調べ）

日本のIT企業にとって「生存課題」と「成長課題」が、いま同時にやって来ています。

2026年上位課題

人材強化 90.2% 採れない・育たない・
定着しない

既存顧客との取引
深耕

66.0% 単価を上げる提案がで
きない

販路開拓 60.5% 元請け依存から抜けら
れない

業務の標準化 58.3% 属人化でAI活用が進ま
ない

この4課題を突破する、共通の一手

• 「人材強化」:人を増やす前に、判断速度を上げた
企業が先に行く

• 「取引深耕」:既存顧客こそ、最速で単価を上げら
れる未開の市場だ

• 「販路開拓」:元請け依存から抜けた企業が、今の
IT市場を再定義している

• 「業務の標準化」:属人化を止めた会社だけが、AI
の恩恵を本当に受け取れる

4テーマを最短で前に進める共通装置
速い意思決定
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AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

危機の正体は「AI導入」ではない
構造変化：アプリ中心 → AI中心、端末中心 → クラウド/空間中心

2020 2025 2030

工数を積む
会社が強い

AI補助で開
発速度が上

がる

AIを統制し成
果を出す会社

が強い

価値の中心

仕様化・実
装・テスト

価値の中心

AI組込み・
導入

価値の中心

業務成果・
統制・運用

経営者が本能的に警戒す
べき変化

「人数 × 月数」の
交渉力が落ちる

元請けがAIで中間工
程を内製化する

顧客は“開発”ではな
く“結果”を買い始め
る

つまり脅威は「AIそのもの」ではなく、価値の重心が上流・統制・運用へ移ること。

このスライドは本スレッド内の議論整理。各社戦略の根拠は以降の公式出典スライド参照。



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

4社の最終戦略は、全て「人がアプリを触る前提」を壊す方向にある
CEO視点では、誰が“作業環境の主導権”を握るかの戦いに見える

Cloud 
PC
Windows 365

企業OS

Microsoft
Cloud PC + Copilot + 
agents + governance

→ 会社の仕事環境そのもの
を握る

社長への意味

顧客企業のIT基盤を束ねる

空間OS

Apple
Vision Pro + visionOS + 

Apple Intelligence
→ 画面ではなく空間を作業

環境にする

社長への意味

作業空間の再定義を狙う

環境OS

Google

Ambient computing + 
Gemini + Android XR

→ AIを日常環境に溶かす

社長への意味

生活環境への常時浸透を狙う

行動OS

OpenAI
Operator / ChatGPT 

agent
→ AI自身がブラウザや

PCを使う

社長への意味

AI自体を作業者へ進化さ
せる

公式出典：Windows 365 / Microsoft 365 Copilot / Apple Newsroom / Google Blog / OpenAI blog・Help Center



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

Microsoft の勝ち筋は「企業OS」化
PC・ID・権限・生成AI・agent を一枚の統制面へ寄せていく

業務成果 営業提案 / 会議後処理 / 社内検
索 / 自動化

Copilot + 
Agents

アプリ横断で生成・要約・実行

Microsoft 
365

Word / Excel / Teams / Outlook

Windows 
365

Cloud PC として任意端末へ配信

Entra ID + 
Purview

権限・ラベル・保持・監査

公式記述の要点
Windows 365 は Cloud PC とし
て、完全な Windows デスクト
ップを Microsoft Cloud から任
意端末へ配信する。

Copilot は Microsoft 365 の
permissions, sensitivity labels, 
retention policies を継承する。

Copilot app は agents を
設定し、業務プロセスを
自動化・実行できる。

パートナー企業への示唆

顧客は「開発会社」より「運
用統制まで面倒を見られる会
社」を選びやすくなる

Windows 365 + Copilot + 
Purview を設計・定着できる
会社は単価を守りやすい

逆に単純な実装/移行/テスト
だけでは価格競争へ落ちやす
い

Microsoft Windows 365 / Microsoft 365 Copilot / Microsoft Support “What is the Microsoft 365 Copilot app?”



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

Apple とGoogle は「端末の次の器」を取りに来ている
Apple は空間へ、Google は環境へ。どちらも“PC中心UI”を弱める方向

Apple = 空間そのものを作業環境にする

Vision Pro / visionOS 26 / Apple Intelligence
→ “画面の中のOS”ではなく、“視界の中のOS”へ

公式根拠

• visionOS 2.4 で Apple Intelligence を Vision Pro に導入
• visionOS 26 で spatial experiences / widgets / generative AI 
depth

Google = 環境そのものをOS化する

Ambient computing / Gemini / Android XR
→ スマホの外へ、AIを常時接続の環境へ拡張

公式根拠

• “Your devices fade into the background… ambient 
computing”
• Android XR は “the first Android platform built in the Gemini 
era”

Apple Newsroom / visionOS official page / Google Blog / Android Developers



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

OpenAI は「AIそのものを作業者にする」方向で前に出ている
ブラウザ操作 → 複雑なタスク遂行 → 企業のデータ/ワークフロー接続

OpenAI が見せた進化
Operator：typing / clicking / scrolling を伴う
browser tasks

ChatGPT agent：using its own computer で complex 
tasks from start to finish

Help Center：web navigation / uploaded files / 
third-party sources / forms / spreadsheets

人が指示 AIが調査 AIが操作 AIが成果物作
成 人が承認

社長への意味：単なる開発工数ではなく、AIに何をやらせ、どこで止め、どう説明責任を持つかが新しい付加価値になる。

OpenAI blog “Introducing Operator” / “Introducing ChatGPT agent” / Help Center “ChatGPT agent”



GAFAM 次の主戦場 ─ AI時代の「棲み分け」と「全面戦争」 2025-2026年各社決算・発表ベース

結論： 各社は「自分の庭をAIで最強にする」戦略で全面衝突を回避しつつ共存。しかしAIインフラ・クラウド・AIエージェントという共通土俵では激しく競合。AIエ
ージェント成熟後に「OS覇権争い」が再燃する可能性大。

Microsoft
企業OS / Business AI

核心戦略

Azure + Copilotエコシステムを「AIエー

ジェントが自律運用するクラウド」へ
進化

2025-26の動き

▸ Azure Copilot Agents強化

▸ GitHub Copilot / M365統合

▸ OpenAI連携を企業特化に絞る

強み：企業ロックイン（M365・Dynamics
）

消費者市場はGoogle/Appleに譲り、業務OSと
して差別化
最も明確な企業特化

Apple
空間OS / Spatial Premium

核心戦略

visionOSを全OSの設計思想の源流に。
Vision Proを「次のコンピューティング
」へ

2025-26の動き

▸ visionOS 26で空間体験を大幅強化

▸ Liquid Glassデザインを全OSに波及

▸企業向け（訓練・設計）にも拡大

強み：ハード統合×プライバシー×閉じた
高級エコシステム

オンデバイスAI中心。大規模クラウドAI投資
は控えめ
空間体験で唯一の差別化

Google
生活OS / Personal AI

核心戦略

Geminiをメール・写真・検索・YouTube
と完全統合した「Personal Intelligence」

2025-26の動き

▸ Google Assistant→Geminiに全面置換(2026)

▸ Android 16にネイティブ化

▸日常文脈で先回り提案

強み：検索データ×生活全域のユーザーデ
ータ

日常・個人ユーザーが主戦場。企業向けは
Cloud経由
生活の隅々まで浸透

Meta
ソーシャルXR OS / Social + XR

核心戦略

Horizon OSを「XRのAndroid」に育て、
Llamaオープン路線でソーシャル×AIを強
化

2025-26の動き

▸ Horizon OSをサードパーティ開放

▸ Llama OSS AIで広告・コンテンツ強化

▸ Horizon Worlds縮小→AI広告にシフト

強み：ソーシャルグラフ×没入型体験（30
億超ユーザー）

「つながりのOS」。Appleの閉鎖と対極のオ
ープン路線
ソーシャル×XRのオープン路線

Amazon
消費者インフラOS / Device + 
Retail AI

核心戦略

Alexa+（生成AI版）をEcho/Fire TV/Ring等
全デバイスに展開。ECと物流をAIで融
合

2025-26の動き

▸ Alexa+を97%の既存機器に対応

▸ Prime会員向け無料提供

▸ eコマース×物流×AIエージェントを統合

強み：デバイス網×Prime会員×物流インフ
ラ

「買う・使う・家の中」の生活実用インフラ
。AWSで企業クラウドも並走
生活実用AIの実力者

AI全面戦争ゾーン（4社で2026年に約6,500億ドルの軍拡競争）

クラウドAIインフラ Microsoft Azure × Google Cloud × AWS（3社が全面衝突）

AIエージェント機能 Copilot / Gemini / Alexa+ / LlamaがOS覇権をかけて競合

AI基盤モデル Microsoft(OpenAI) / Google(Gemini) / Meta(Llama) / Amazon(Titan)

経営者が注目すべき3つのポイント

① Microsoft企業AIエージェントがどこまで普及するか
→ 自社の業務DXの主要ベンダー選定に直結

② Apple visionOSが消費者向けに爆発するか
→ 次のデバイス投資・顧客接点の変化を左右

③ Google GeminiがほんとうにPersonal AIになれるか
→ 広告・マーケ・カスタマーAIの競争環境が変わる

各社が「自分の庭をAIで最強にする」戦略を取ることで共存。ただしAIエージェントが成熟すれば「どのOSが生活全体を支配するか」で再び全面戦争が起きる可能性大。



GAFAM STRATEGY FRAMEWORK

GAFAMに共通する「3層支配モデル」

個別の動きに見えて、4社はすべて同じ構造でエコシステムを囲い込んでいる。

Layer 1

インフラ支配

データセンター・GPU・電力

▸ 自社専用チップ（TPU/Trainium/Gaudi）

▸ 世界規模のデータセンター網

▸ エネルギー・冷却インフラの垂直統合

Layer 2

AI as New OS
プラットフォームの書き換え

▸ OSレベルのAI統合（Copilot/Gemini/Alexa）

▸ 開発者エコシステムの囲い込み

▸ エンタープライズ向けガバナンス基盤

Layer 3

エージェント経済

業務そのものを代替する

▸ マルチエージェント・オーケストレーショ
ン

▸ Agent-as-a-Service（AaaS）

▸ デジタル労働力のマーケット化
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DEEP DIVE: MICROSOFT & GOOGLE

★Microsoft & Google——OSレベルでのAI統合戦略

Microsoft
Copilot拡張 → Multi-agent Orchestration

▸ Barclays（10万人規模）に「Colleague AI Agent」全社展開

▸ Microsoft 365の権限・機密ラベルをCopilotが継承——企業内AI運用を前提
化

▸ Copilot Studioでノーコードエージェント構築を民主化

▸ 2026年：複数エージェントが連携するオーケストレーター化

Google / Alphabet
Gemini + Vertex AIのエージェント化

▸ Geminiを車・TV・XRまで拡張——OSを「スマホ」から「生活環境全体」へ

▸ Vertex AI Agent Builderで企業向けエージェント開発を標準化

▸ Project Astraで「常時稼働するAIアシスタント」を本格展開

▸ 広告・検索・クラウドをエージェントで統合——Ambient Computing化

7



DEEP DIVE: AMAZON & META

★Amazon & Meta——インフラとオープンソースで世界を塗り替える

Amazon / AWS
AWS + Agent-as-a-Service（AaaS）の確立

▸ Amazon Bedrock AgentsでマルチクラウドAIエージェント基盤を提供

▸ Alexa+をAIエージェントとして再定義——家庭・職場・工場を接続

▸ AWS Trainium/Inferentiaで推論コストを大幅削減——価格競争で支配

▸ AaaS：エージェントをAPIとして販売する新クラウドビジネスモデル

Meta
オープンソース戦略でエージェント拡散を加速

▸ Llama（オープンソースLLM）を無償公開——世界中の開発者をMetaのエ
コシステムに

▸ WhatsApp・Instagram上でAIエージェントが直接ビジネス対応

▸ Ray-Ban MetaでAR+AI「常時接続型エージェント」を実現

▸ 日本企業も気づかぬうちにMeta AIに依存するユーザーを抱えることにな
る
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MULTI-AGENT SYSTEMS

★マルチエージェントシステム——単一AIの限界を超えるオーケストレーション

Planner
Agent

Researcher
Agent

Executor
Agent

Verifier
Agent

Memory
Agent

Gartner予測：2027年までに企業の70%のMASが専門特化エージェント化。複数エージェントが協働し、人間より速く・正確に業務をこなす時代が来る
。
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★GAFAM 各社の AI エージェント戦略
2026年4月時点 各社の棲み分けと競争優位

2026.04 最新

Microsoft
企業業務 OS

Copilot エコシステム

▶ 業務ワークフロー
の自律実行

▶ マルチモデル協調
（GPT＋Claude）

▶ ガバナンス・セキ
ュリティ完備

★企業ロックイン最強

Google
生活・検索 OS

Gemini Enterprise

▶ 1M トークン長期記
憶・計画

▶ 検索×クラウド×マ
ルチモーダル

▶ 個人＆法人エージ
ェントを統合

★日常先回り提案

Apple
信頼の個人 OS

Apple Intelligence

▶ 画面理解×クロスア
プリ操作

▶ クラウド非依存・
低遅延

▶ visionOS 空間コンピ
ューティング

★プライバシー完全保護

Meta
ソーシャル・XR

Llama 4 OSS 戦略

▶ WhatsApp/Instagram 
に深統合

▶ ネイティブマルチ
モーダル

▶ OSS で開発者エコ急
拡大

★ソーシャルグラフ×開放性

Amazon
買う・生活インフラ

Alexa＋行動型

▶ 予約・買い物・家
電を自律実行

▶ Echo 97%対応×Prime 
無料化

▶ コマース×物流×ス
マートホーム

★実世界行動力 No.1

■共通課題：マルチエージェント協調 ｜ ハルシネーション制御 ｜ ガバナンス整備 ｜ コスト最適化 ｜ 規制対応



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

IT受託が最も削られるのは「中間工程の売上」
AI OS時代に顧客が欲しいのは、コード量ではなく“成果が出る仕組み”

要件整理

設計

実装 / テスト

AIで圧縮される
中間工程

単価が落ちやすい / 置換されやすい

導入設計

統制・監査

業務定着

旧来の売上 これから取りに行く売上

社長への翻訳： “人を増やして売る”より、“顧客のAI・クラウド・統制を握って継続課金を取る”へ移る。
残る会社の売り物 = AI導入設計 / 権限設計 / Cloud PC / 監査ログ / 業務定着



BLIND SPOTS FOR JAPANESE IT

日本IT企業が見落としている3つの盲点

盲点 01

クラウド・AIインフラへの過度な依存

GAFAMのクラウドに依存した時点で、コスト・データ主権・スピード——すべてで支配され
る。「使う側」から「使われる側」への転落が静かに進んでいる。

▸ 対処策：

エッジコンピューティングとオンプレミス・ハイブリッド設計の組み合
わせ

盲点 02

データ枯渇問題——2026年AI限界論

高品質な学習データは2026年に枯渇すると予測される。GAFAMは合成データ・自前データで
対処済み。日本企業の現場データは未整備のまま——これが最大の武器になる可能性を見逃
している。

▸ 対処策：

現場の非構造化データを独自AI学習資産に変換する戦略が急務

盲点 03

戦略不在のPoC地獄とガバナンス不足

「とりあえずChatGPTを導入」「PoC承認待ち」——このサイクルを繰り返す間に、競合はエ
ージェントで業務を自動化している。ガバナンス不足がさらにスケールを阻む。

▸ 対処策：

CEO直轄のAI推進体制と明確なROI測定基準の設定
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AIで「また失敗」を回避せよ
中小企業経営者のための緊急提言 ― 日本のデジタル化の歴史的失敗から学ぶ行動指針

なぜ毎回「失敗」するのか

「失敗しない計画」文化
→ 事前承認に時間を取られ、技術は先へ

省庁縦割り＝省庁をまたぐ実装が遅延

現場インセンティブの欠如
→ 「掛け声だけ」で現場が動かない

計画のサイクルがAI進化より遅い
→ 毎年「昨年の課題」に対応

AIでも繰り返されるリスク

「AI実装人材」育成が
計画倒れ→現場に人が来ない

実証実験は成功するが
横展開されないDXと同じパターン

規制の読み替えが遅く
医療・製造での導入が止まる

「人間力」議論だけが進み
具体的施策が2030年も「検討中」

経営者が今すぐやる3つの行動

① 今期中に1つ「動かす」

計画を完成させてから動くのをやめる。
小さくても実装し、失敗コストを自社で
学ぶ

② 「AI実装人材」を外部調達

社内育成を待つな。AI実装の伴走支援企
業・フリーランスを今すぐ探す

③ 失敗を共有する文化を作る

成功事例より失敗事例を社内で共有。横
展開の唯一の方法は「なぜ失敗したか」
を語ること

核心メッセージ 日本の「失敗」の本質は理解力の欠如ではなく、「最初の損失を引き受ける主体」が制度的に不在であることにあ
る。中小企業にとって、その意思決定者はあなた自身しかいない。不完全でも動かす覚悟が、AI時代の唯一の競争
優位になる。

出典：内閣府「人工知能基本計画改定に向けた議論のたたき台」(令和8年4月) をもとに考察



ASTROCYTE 法人向け AI 人材育成プラットフォーム 提案概要

“ AI 時代に勝てる会社は、学ぶ速度を事業変革の速度に合わせられる会社
である ”

AI 導入で成果が出ない根本原因は、ツール不足ではなく「人材の学習速度と実務適用力の不足」

01 信頼できる
学習基盤

研修の質が変革スピードを決める

▸ 世界トップ大学・大手企業制
作コンテンツ

▸ 社員・経営陣双方への安心感
と信用力

Skills Tracks ｜ Verified Skill Paths

02 スキルの
可視化・管理

育成を「福利厚生」から「業績投資」へ

▸ 誰が何を持ち何が不足かを見
える化

▸ 学習経路の提示と到達度を自
動検証

▸ 経営層へROI説明ができる管
理基盤

Career Graph ｜ Skill Path ｜ Analytics

03 戦略連動型
学習設計

経営戦略に合わせて必要な学習を当てる

▸ 職種・役割・社内資料に合わ
せてカスタム

▸ 汎用 eラーニングの受講率低
下を解消

▸ LMS連携で既存インフラとス
ムーズ統合

Program/Path/Course Builder ｜ LMS連携

04 AI 補助による
実践学習

「知識取得」ではなく「現場で使える状
態」へ

▸ ハンズオンラボ・GenAI実習
環境を完備

▸ ロールプレイ・対話AIで実務
シミュレーション

▸ AI字幕で多言語・多拠点にも
対応

Hands-on Labs ｜ GenAI Playground ｜
Coach

日本企業の課題
① 生成AI導入済だが現場で使いこなせていない ② DX推進中だが部門間のスキル格差が大きい ③ 学習投資のROIを役員会で示したい ④ 海
外拠点・多職種で標準化と個別最適を両立したい



WINNING STRATEGY

日本の強みを活かした逆転戦略
GAFAMのクラウド偏重に対し、日本ITのフィジカル・エッジ優位性こそが武器になる

GAFAMの弱点

✗ クラウド依存——レイテンシとコストの壁

✗ 現場データへのアクセス不足

✗ 日本語・日本文化のニュアンス欠如

✗ 規制対応・オンプレ要件への弱さ

VS

日本ITの優位性

✓ エッジ×現場データ×マルチエージェント連携

✓ 顧客の業務プロセスを熟知した深い信頼関係

✓ 日本語・日本の規制環境への完全適応

✓ フィジカル（製造・物流・医療）への直接アクセス

11



WINNING PATTERN

★自社SaaS・システムをAIエージェント化する勝ちパターン
「開発してくれる会社」から「業務を丸ごと請け負う会社」へ——ここに日本ITの未来がある

既存SaaSへのエージェント統合

顧客が使っている既存SaaSにエージェント機能を後付け。操作不要で業務が自動進行。顧客の離脱コス
トが急上昇し、LTVが最大化される。

成果：既存顧客への追加提案で単価2〜3倍

現場データ×エージェントの垂直特化

製造・医療・物流など現場固有のデータをエージェントに学習させる。GAFAMが入れない「最後の1マ
イル」を押さえる。

成果：競合ゼロの独自市場を創出

業務丸ごと請負モデル

システム開発ではなく「業務成果」を販売する。AIエージェントが実行し人間が承認するだけの設計で
、クライアントの人件費を直接代替する提案が可能になる。

成果：月額課金モデルで安定収益
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3-STEP IMPLEMENTATION

★即実装のための3ステップ——採用も投資も増やさず90日で始める

Step 1

Day 1〜30

自社データ資産の棚卸しとエッジ化

✓ 自社・顧客の現場データを一覧化（非構造化含む）

✓ AIに学習させる価値のあるデータを選定

✓ クラウド依存を減らすエッジ配置計画を策定

✓ データガバナンス・セキュリティポリシー策定

Step 2

Day 31〜60

マルチエージェント設計フレームワーク

✓ 既存業務フローの中で「AIが代替できる判断」を
特定

✓ Planner→Executor→Verifierの3層構造で設計

✓ 人間の承認が必要なポイントを明確化（ガバナン
ス）

✓ 1つの業務プロセスでPoCを設計・実行

Step 3

Day 61〜90

ガバナンス・セキュリティ構築とスケ
ール

✓ AIエージェントの承認フロー・ログ監視を整備

✓ ROI測定指標（時間短縮・売上影響・顧客満足）
を設定

✓ 成功したPoCを横展開できるテンプレート化

✓ 顧客への提案書・AIエージェントサービスメニュ
ー化
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BEFORE / AFTER

★3ヶ月で成果を出す設計術——導入前後の変化

指標 導入前 導入後（90日） 変化

提案書作成時間 3〜5日 3〜4時間 -80%

既存顧客への追加提案数 月2〜3件 月10〜15件 +400%

会議の意思決定速度 2〜3週間 即日〜3日 -85%

営業1人あたり対応顧客数 10〜15社 30〜40社 +2.5倍

属人化業務の比率 70%以上 30%以下 -60%

※複数の日本IT企業での実施事例を匿名化・一般化した参考値
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FUTURE VISION

2026年以降の勝ち組IT企業像
AIエージェントでクライアントの業務を「丸ごと請け負う」新ビジネスモデルへ

負け組モデル（現状維持）

✗ 「開発してくれる会社」として下請けを続ける

✗ GAFAMのクラウドコストに利益を圧迫される

✗ AIツール導入支援で終わる——差別化できない

✗ 人材難で案件消化できず、成長が止まる

勝ち組モデル（エージェント化）

✓ 「業務成果を売る会社」として直販比率を高める

✓ 現場データ×エージェントで参入障壁を構築する

✓ 月額課金モデルで安定した経常収益を確立する

✓ エージェントが24時間稼働——人員増なしでスケール

問いの質を変えた経営者が、次の市場を作る。 選択肢は今日から始まっている。
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今日持ち帰れる3つのアクション

01 自社データを棚卸しする

現場の非構造化データをリストアップし、AIエージェントが学習できる資産を特定する。これがGAFAMが持てない独自の武器になる。

02 マルチエージェントPoCを1つ設計する

最も時間がかかっている業務プロセスを1つ選び、Planner→Executor→Verifierの3層構造でエージェント設計を試みる。30日以内に着手する。

03 GAFAM依存からの脱却ロードマップを作る

クラウドコスト・データ主権・意思決定速度——3つの視点でGAFAM依存のリスクを可視化し、エッジ×自社エージェント化への移行計画
を今週中に着手する。

取り残されるか、先頭を走るか——選択は今。 16



ASTROCYTE / QYNE

WHY USUAL FIXES FAIL

どれだけ打ち手を増やしても、起点が変わらなければ結果は変わらない

これまで試みてきた打ち手

• 採用を増やす → 動ける人が育つ頃には、市場が
次のフェーズに入っている

• 外部コンサルに委ねる → 答えは来るが、次に自
分で問う力は残らない

• AIツールを入れる → 問いが曖昧なままでは、AI
の答えも曖昧のままだ

• 営業を増やす → 「何を売る会社か」が定まらな
いまま、人件費だけが増える

すべてに共通する、見落とされがちな一点

「正しく問う力」を起点にしていない

必要な打ち手

経営者の問いが世界水準に変わっ
た瞬間、AIは経営参謀になる。人
材・深耕・新規・標準化——4つ
の課題が、同じ一手で動き始める。

その起点が
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ASTROCYTE / QYNE

THE PROPOSAL

経営者の言葉を、AIが最高の答えを出せる問いに変換する

QYNEの基本構造

経営者が、頭の
中の言葉をその
まま入力する

例: 「採用より先に何を変え
るべきか」「既存顧客への次
の提案は何か」——どんな問
いでも、世界水準に変わる

QYNEが、世界水
準の問いに瞬時
に変換する

トップファーム型フレームワ
ーク +

最新AIプロンプト設計を組み
込む

既存のAIに投げ
るだけで、経営
参謀が起動する

主要な生成AIで利用可能

次の一手の根拠
が、30秒で手元

に揃う

次の会議・営業・採用・標準
化に

そのまま使える

QYNE無料トライアル: 30秒で開始 / クレジットカード不要 /  今すぐ使える
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ASTROCYTE / QYNE

WHY QYNE FITS

すべての経営課題に対して、経営者の判断速度が最速で変わる
課題別・即効マップ

経営課題 経営者が今すぐ欲しい答え QYNEの使い方 手元に現れる変化

人材強化
どの職種を先に採るべきか。採れない
なら何をAI化すべきか。

採用優先順位・育成設計・外注見直し
を一撃で整理

採用計画、育成テーマ、委託
比率

取引深耕
既存顧客に何を追加提案すれば単価が
上がるか。

顧客別のアップセル仮説、提案骨子、
会議論点を生成

追加提案件数、単価、継続率

販路開拓
どの業界・どの課題で直販に入るべき
か。

ターゲット業界選定、差別化メッセー
ジ、初回提案を生成

新規商談数、直販比率

業務標準化 どこを標準化すればAIが効くか。
提案・見積・要件整理の標準化順序を
整理

再利用率、見積速度、属人作
業比率

QYNEは「答えそのもの」ではなく、経営者の問いを世界水準に変える。
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ASTROCYTE / QYNE

ECONOMICS

なぜ今日から始められるのか——コスト・速度・再現性、3つの現実

これまでの選択肢とその現実

• 外部コンサル: 回答まで2-6週間、1案件数
千万円

• 社内検討会: 関係者調整で会議が増え、結
論が遅い

• 個別AI利用: 問いが弱いと答えもブレる

結果:
打ち手が増えるほど、「決められない

時間」も増えていく

QYNE + 既存生成AI

• 30秒で開始 / 結果取得を訴求
• 主要生成AIにそのまま貼れる
• 無料トライアル7日・最大3回で即検証可能
• 「経営の問い」を何度でも高速に磨ける

結果:
リーダーの思考が速くなると、組織全

体が次のフェーズへ動き始める
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ASTROCYTE / QYNE

30-DAY PLAN

QYNEを意思決定支援として使い始める、現実的な30日プラン

Week 1 今期、本当に動かすべき
問いを4つ決める 人材 / 深耕 / 新規 / 標準化で、今期の最重要問いを決める

Week 2 その問いを、AIが最高の
答えを出せる形に変える 各テーマで初回の判断材料を作り、会議論点を標準化

Week 3 判断の質が上がると、提
案・採用・標準化が同時
に動き始める

提案書、営業仮説、採用JD、会議アジェンダへ展開

Week 4 経営者の思考を、組織の
永続資産に変える 毎月使う経営問いを蓄積し、トップ依存の思考を組織の財産に変える

この30日が終わる頃、経営者の問いの質が変わっている。それが、すべての起点になる。
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ASTROCYTE / QYNE

AI時代に勝ち残るIT企業が最初に持つべきものは、
次の一手を最短で決める「経営者のAI」

人材も、深耕も、新規も、標準化も——
すべての起点は、経営者の問い。

その問いが世界水準に変わった瞬間、
既存のAIが経営参謀になる。

今スグ、最初の問いを立てる。それだけ。

QYNE
Ask Once. Decide Everything.

無料トライアル
7日間 / 最大3回 / カード不要

https://www.qyne.ai/ja 35



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

我が社の強みを生かして、何を売る会社へ進化すべきか
「AIを作る会社」よりも、「AIを安全に業務へ着地させる会社」が現実的に強い

1 ① AI業務設計

営業提案 / 会議後処理 / 
FAQ / 報告書
→ 人とAIの役割分担を設
計する

初期商談が作りやすい

2 ② Cloud PC / 
Zero Trust

Windows 365 / BYOD / 
外部委託
→ 端末ではなくアクセス
とデータ境界を売る

初期商談が作りやすい

3 ③統制・監査

権限 / ラベル / 保持 / ロ
グ
→ “安全に使える”を証明
する

継続収益にしやすい

4 ④業界特化AI
運用

製造 / 物流 / 建設 / 金融
→ 業務知識とテンプレー
トで差を付ける

継続収益にしやすい

社長の判断基準 「何人出せますか」ではなく「どの業務成果を、どの統制条件で、いつ
までに出せますか」と言える会社へ変わる。

案件単位の受託から、業務単位の標準化・運用単位の継続収益へ。



Q & A
ご質問・ご相談はお気軽にどうぞ

AIエージェント戦略の個別相談・QYNE活用支援も承ります

QYNE

https://www.qyne.ai/ja
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最後までご清聴いただき、ありがとうございました。



AI OS / CEO BRIEF Official-source based deck

公式出典一覧
本スライドに記載されている戦略記述は、下記の公式ページ・公式ブログを根拠に構成しています。

Microsoft: Windows 365 “What is Windows 365?” / Windows 365 Business / Microsoft 365 Copilot / “What is the 
Microsoft 365 Copilot app?”

Apple: Apple Intelligence comes to Apple Vision Pro today with visionOS 2.4 / visionOS 26 introduces powerful new 
spatial experiences / visionOS official page

Google: “Made by Google, made to help” (ambient computing) / Android XR Gemini glasses-headsets / Android XR 
developers page

OpenAI: Introducing Operator / Introducing ChatGPT agent / Help Center “ChatGPT agent”

補足：このデッキでは、公式文言そのものと、複数の公式情報から導いた戦略解釈を区別して記載しています。



■非構造化データを「AI活用資産」へ転換する全社戦略 経営提言書 — エグゼクティブサマリー

現状の課題： 現場に膨大な非構造化データが蓄積されているが、その大半は「保存されているだけ」。AI時代の競争優位は「読める・探せる・使え
る」形に変換できるかで決まる。

◆資産化の3ステップ

01 見える化

どの部門に、どのデータが、どれだけ存在する
かを棚卸し

02 価値判定

AI活用に有用なデータを選別し、事業価値で優
先順位付け

03 資産化

検索可能・構造化補完・権限制御・継続更新を
業務に埋め込む

短期 0〜3ヶ月

【対象データ】

▸ FAQ・マニュアル

▸提案書・議事録

▸社内規程

【期待KPI】

✓社内検索時間▼50%

✓問い合わせ件数▼30%

✓提案作成時間▼40%

中期 3〜9ヶ月

【対象データ】

▸メール・チャットログ

▸商談・契約書

▸会議音声

【期待KPI】

✓顧客応答時間▼40%

✓契約レビュー初動▼50%

✓商談準備時間▼60%

長期 9〜24ヶ月

【対象データ】

▸現場画像・動画

▸音声・手書き帳票

▸ベテラン暗黙知

【期待KPI】

✓新人立上り期間▼30%

✓点検報告作成▼50%

✓ AI起点新規事業 1件

提言①

データを
IT資産→事業資産へ再定義

提言②

高頻度・高再利用・
低リスクから着手

提言③

AI導入より先に
データ基盤を整備

提言④

属人知を
企業資産へ移管

提言⑤

AIを業務フローに
組み込み定着化

競争優位は新しいAIを買うことではなく、現場の非構造化データをAIが使える企業資産へ変えることによって生まれる。



■業務プロセス最適化 × Planner→Executor→Verifier 3層エージェント設計 経営提言書 — エグゼクティブサマリー

根本原因： 最も時間を奪う業務の正体は「人の頭の中の判断基準」と「複数ツールに散在した情報」を毎回手作業でつなぎ直す業務。単一タスク自動化よ
りも業務全体の再設計こそが本質的解決策。

依頼者（人）

Human Requester

Planner
設計・計画

Executor
実行・処理

Verifier
検証・品質管理

承認者（人）

Human Approver

Planner エージェント

曖昧な依頼を実行可能な計画に変換

業務計画の立案と全体設計を担う中枢。入力された依頼を解
釈し実行タスク列に変換。

主な機能

▸依頼内容の構造化・分類（定型/非定型）

▸不足情報の即時抽出・確認

▸タスク分解と優先順位付け

▸承認ポイントの設定

▸期限・リスク注意点の明示

成果物：業務計画書 / 実行指示書 / 承認フロー

曖昧なまま Executor に渡さないことが最重要

Executor エージェント

計画に基づき実務を高速遂行

Planner の指示に従い定型作業を実行。判断が重い場合は人へ
エスカレーション。

主な機能

▸必要情報の自動取得・検索

▸文書・資料の作成

▸ツールへのデータ入力

▸通知・チケット更新

▸証跡・ログの自動保存

成果物：進捗報告書 / 実行ログ / 下書き資料

例外発生時は必ず止まり人間へ差し戻す

Verifier エージェント

品質・逸脱・改善を継続監視

NIST準拠の測定・監視・文書化を担う品質保証層。自動化の
安全弁として必須。

主な機能

▸必須項目・規定との整合性チェック

▸異常値・期限逸脱の検知

▸差し戻し原因の分析

▸再発防止案の提案

▸ KPI集計・月次ダッシュボード

成果物：検証レポート / エラーログ / 改善案

Verifier 不在の自動化は品質事故を招く

提言①

情報収集・判断・レビューが
分断した業務を優先対象に

提言②

AIは1体に集約せず
Planner/Executor/Verifierで役割分離

提言③

最初30日の目標は全自動化でなく
可視化・標準化・半自動化

提言④

Verifierを後回しにしない
品質事故を防ぐ安全装置

提言⑤

KPIは処理時間だけでなく

差し戻し率・品質不良コストまで計
測

最適なエージェント設計は「作業代行AI」の導入ではなく、業務を計画・実行・検証に再分解し、ボトルネックと品質劣化を同時に潰す運用設計である。



■ GAFAM依存リスク分析 ─ 脱一極依存戦略と即実行計画 2026年4月14日時点 / 経営提言書

結論： 「GAFAM全面脱却」はNG。切るべきは①データ転送依存 ②国外法域下の管理 ③中央集約アーキテクチャ ④AI/運用の実行主体の外部化 の4
点。

本当の依存リスク 4分類

コスト依存

請求の本丸はVM単価でなくデータ転送OUT・リージ

ョン間通信・出口条件。転送モデリングなしでは最
適化不可。

データ主権リスク

保管先だけでは不十分。鍵管理・運用主体・法域（
CLOUD Act）まで問い直さない限り主権要件は満たせ
ない。

速度リスク

クラウド性能の問題でなく配置設計の問題。遠隔往
復回数が多いほど遅延は構造的に悪化する。

意思決定速度の低下

監視・運用・生成AI・権限管理まで外部依存すると障
害/法務判断時に「社内で決められない」状態になる
。

✦推奨アーキテクチャ 3層構造

第1層共通基盤は残す（コントロールプレーン）

▸ ID・監査・IaC・Kubernetes・CI/CDは継続利用

▸クラウド固有PaaS依存は抑制

▸移植可能な抽象化を優先設計
退出制度があっても日常運用の乗換コストは依然高い

第2層データプレーンを国内・エッジへ戻す

▸映像・IoT・生産設備・顧客行動データをエッジ前処理

▸転送量大／法務敏感／リアルタイム高いデータを優先対象

▸ AWS Outposts／Azure Arc／GDCを活用
必要データのみ中央へ送り帯域・コストを同時削減

第3層判断・運用を自社エージェント化

▸監視一次判定・コスト異常検知・ログ要約を自社化

▸権限棚卸・契約差分検知・障害一次切り分け

▸オーケストレーション・ルール・監査ログを社内掌握

外部モデル使用でも実行主権は社内に置ける

即実行アクション計画

今週中（48時間）
• 全システムを「転送量/法務感度/遅延感度/ロックイン度」で
A/B/C分類
• A=今すぐ分離候補 B=標準化候補 C=残置容認

• CIOが全社でクラウド依存診断を発令

30日以内

• エッジ候補を3業務選定（監視解析/音声処理/社内検索）

• 費用異常検知エージェント1本を先行稼働

• 法務が個人情報を3区分で定義

90日以内

• A分類業務でエッジPoCを開始

• 鍵管理・ログ・監査証跡を自社管理へ移行

• KPI：クラウド送信量／RTT／運用工数で評価

180日以内

• 自社エージェント3本体制へ拡張

• ①費用・監視 → ②権限・監査 → ③ナレッジ検索

• 守りから現場生産性へ段階展開

移行リスク①

主権強化で複雑性増加に注意
1業務・1拠点・1エージェントから

移行リスク②

退出制度を「いつでも移れる」と

誤解しない。保険であり設計代替では
ない

主権の本質

国内設置≠自動的に主権確保
保管+鍵+人員+法域の組合せで決まる

コスト最適化

削減効果が出やすいのはコンピュート
でなく
データ転送削減。3か月で可視化可能

経営判断の一文

「転送・判断・鍵・運用を
段階的に自社へ取り戻す」

GAFAM依存を止めるのではなく、GAFAMに預けている「転送・判断・鍵・運用」を段階的に自社へ取り戻す。既存投資を捨てずにコスト・主権・速度の3課題を同時に改善できる。
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